
2025年10月8日（水） 大阪大学理学研究科南部陽一郎ホール
全国大学史資料協議会　2025 総会 記念講演

湯川秀樹・南部陽一郎と大阪大学

細谷 裕  (大阪大学名誉教授, RCNP招へい教授）
https://www.rcnp.osaka-u.ac.jp/~hosotani/
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湯川秀樹博士は

日本で最初のノーベル賞を受賞

その仕事は大阪大学でなされ

湯川は大阪大学で学位（博士）を取得した
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1907.1.23 東京に生まれる
1929.3      (22歳) 京都帝国大学理学部物理学科卒業
1932         (25歳) 京都帝国大学理学部講師

1939.5    (32歳) 京都帝国大学理学部教授
1949       (42歳) アメリカ合衆国コロンビア大学客員教授
1949.12  (42歳) ノーベル賞受賞
1981.9.8 (74歳) 京都市下鴨の自宅で永眠

1933.5.13 (26歳) 大阪帝国大学理学部講師
1934.11    (27歳) 最初の論文発表  　 (       ノーベル賞に)
1936.3.31 (29歳) 大阪帝国大学理学部助教授
1938.4.5   (31歳) 大阪帝国大学より理学博士を取得

湯川秀樹博士の略歴

<latexit sha1_base64="xhAMZE3Vv322viH9QHZV/jkQ8uA="></latexit>

c� Osaka U



大阪帝国大学理学部本館 
大阪中之島

現在の大阪市立科学館の近く
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大阪には良い学者が来る 

…　湯川、菊池　… 

（長岡半太郎）

菊池正士

坂田昌一
湯川秀樹

伏見康治

<latexit sha1_base64="UaPyTyjIuszSAmUoT2+sb6G09/U="></latexit>

c� YITP (Kyoto U)理学部本館 屋上にて
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<latexit sha1_base64="UaPyTyjIuszSAmUoT2+sb6G09/U="></latexit>

c� YITP (Kyoto U)

整理に使った茶封筒

宛先住所は
大阪市
大阪帝国大学理学部
物理学教室
　湯川秀樹様

内部対生成 1935

整理の美学

几帳面なだけではない。 
その整理の仕方が素晴らしい。
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絶妙なかすれ、濃淡、力線、くずれた字
きっと気楽に書いたに違いない

達筆のカリグラフィ

<latexit sha1_base64="UaPyTyjIuszSAmUoT2+sb6G09/U="></latexit>

c� YITP (Kyoto U)

<latexit sha1_base64="UaPyTyjIuszSAmUoT2+sb6G09/U="></latexit>

c� YITP (Kyoto U)
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酸素原子

原子核

電子 陽子
中性子

陽子

中性子

中性子

陽子
湯川の中間子

陽子と中性子を結びつける力

1934 秋　新粒子（中間子）を提唱
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日記に刻む

<latexit sha1_base64="aFcrnkK0Fc8jsW2HfYTj/gECjO4="></latexit>

�0 ray

　陽子がある粒子を放出して、その粒子を中性子が受け取る…  
　　　　　　　　　何か新しい未知の粒子があるに違いない…  
　　　　　　　　　　　　　（ガンマプライム線）と名付けよう　

十月十日　水曜　晴　暑
六時半起床
　 ray の考へを坂田君に話す
午後四時半頃から堂島空地で野球練習

<latexit sha1_base64="+iKTnn9QwuVfWiSPfzBeetMxBHw="></latexit>

�0

日記 1934（昭和9）年

湯川秀樹日記（小沼通二編）, 朝日新聞社

十月十一日　木曜　晴　暑
六時半起床　登校　午後演習、談話会、池原、山口
　 ray の話、菊池さん等と話合ふ

<latexit sha1_base64="+iKTnn9QwuVfWiSPfzBeetMxBHw="></latexit>

�0
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論文原稿  (1934.11.1付)

<latexit sha1_base64="UaPyTyjIuszSAmUoT2+sb6G09/U="></latexit>

c� YITP (Kyoto U)

湯川にとって最初の論文
1934.11.30　受理

講演の原稿 (1934.10.27付) 

<latexit sha1_base64="UaPyTyjIuszSAmUoT2+sb6G09/U="></latexit>

c� YITP (Kyoto U)

1934.11.17 発表



1949

<latexit sha1_base64="UaPyTyjIuszSAmUoT2+sb6G09/U="></latexit>

c� YITP (Kyoto U)

友は打ち明ける

10
大阪帝国大学と理化学研究所が日本における 
量子物理学のフロンティアセンターになる

朝永振一郎から湯川への手紙 (1933)

<latexit sha1_base64="UaPyTyjIuszSAmUoT2+sb6G09/U="></latexit>

c� YITP (Kyoto U)

核力の特徴
朝永

<latexit sha1_base64="VUeVUpqJtKyouoFv63l0WlYwDRQ="></latexit>

� = (4 ⇠ 7) ⇥ 1012 cm�1

湯川
<latexit sha1_base64="pTC/jxWdYMoN1qDCkxIt+wrAXjs="></latexit>

� =
mec

~
⇠ 3 ⇥ 1010 cm�1

大阪に行かれる由・・・ 
・・・いよいよいいでせうね



朝永振一郎から湯川への手紙 (1935.1.23)
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これは内証の話
<latexit sha1_base64="UaPyTyjIuszSAmUoT2+sb6G09/U="></latexit>

c� YITP (Kyoto U)

案の定小さな値で… 
あわれはかないものしか出ませんでした



第2部
中間子論から
3年半、
博士号取得

31歳、1938年

湯川秀樹が理学博士となったのは 

1938年である。

不思議と思われるかもしれない。
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素朴な常識的な考え方と近代物理学の考え方は 
意外に似たところがある

市民に語る「近代物理学と常識」

<latexit sha1_base64="UaPyTyjIuszSAmUoT2+sb6G09/U="></latexit>

c� YITP (Kyoto U)

水曜会講演 (1935.12.18)

流れるように美しい縦書き

近代物理学は常識から遠ざかっている？

何事にも理由がある



1934.11
中間子論文発表

1937.11.15 1938.4.5 (昭和13年)

学位請求申請 学位授与 
大阪帝国大学

14

時はきたり　 

　博士号取得 

 1938

大阪大学アーカイブズ
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史料発掘の経緯

「湯川秀樹先生愛用の黒板披露式典」2014.5.13 
　　　提出された湯川の学位論文　大阪大学総合図書館（豊中）
　　　学位授与者名簿　大学本部事務倉庫

アーカイブズ　菅真城先生
　　　昭和六年以降　学位授与者名簿　大阪大学
　　　昭和十三年　其一　第八類一項一号　学位　大阪帝国大学

学位申請書類
審査記録
事務手続き書類

「湯川秀樹博士と大阪大学　ノーベル賞はかくして生まれた」
　　　　　　　　（細谷裕著, 2021.5）
　　　2020秋, 再調査
　　　学位関係史料　本部事務→教育企画課→アーカイブズ



©︎大阪大学
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主論文 + 参考論文（９編）
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学位申請、審査に関する書類が 
まとめられている 学位請求申請書

大阪大学アーカイブズ



18大阪大学アーカイブズ

湯川自筆の履歴書
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学位授与　1938.  4.  5

菊池正士による審査要旨

論文審査着手　1937.11.15

理学部教授会議決　1938.  2.17

大阪大学アーカイブズ
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鋭気漂う計算ノート 結局、未完結に終わることが多い

途方に暮れて、落書きを連ねることも　
陽電子の理論 1935

<latexit sha1_base64="UaPyTyjIuszSAmUoT2+sb6G09/U="></latexit>

c� YITP (Kyoto U)



戦争が終わり 
　世界が動き出す

1947年　湯川が予言した 
　　中間子が発見される

1949年ノーベル賞受賞
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メダルと賞状（複製）　大阪大学総合学術博物館

コロンビア大学　ラビ教授とともに 1949

ノーベル賞受賞 
1949

22
プリンストン高等研究所　 

オッペンハイマー, 朝永振一郎と 1949

<latexit sha1_base64="UaPyTyjIuszSAmUoT2+sb6G09/U="></latexit>

c� YITP (Kyoto U)
<latexit sha1_base64="UaPyTyjIuszSAmUoT2+sb6G09/U="></latexit>

c� YITP (Kyoto U)
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坂路を上ってきた旅人が、峠の茶屋で重荷をおろして、一休み
する気持ちにたとえることもできよう。（湯川「旅人」より）

あとから考えると不思議なくらい強い自信を持っていた。…
当時まだ中間子の存在の直接的証拠が全然なかったのに、こういう
自信が持てたのであるからいよいよ奇妙である。その後の一、二年
の間に、私の自信は何度も動揺したが、これもまた奇妙である。　　　　　
（湯川「創造的人間」より）



1950 大阪大学名誉教授

湯川秀樹伏見康治谷川安孝 菊池正士

内山龍雄 南部陽一郎 武田暁

1950年8月　大阪大学にて 24

<latexit sha1_base64="UaPyTyjIuszSAmUoT2+sb6G09/U="></latexit>

c� YITP (Kyoto U)



黒板は２枚の石盤(slate)だった

湯川黒板が大阪大学へ

湯川秀樹先生愛用の黒板披露式典 
大阪大学理学研究科 2014.5.13

コロンビア大学1949

25



南部は物理学の予言者

26

新しい理論、新しい考え方、新しい記述の方法

いつも時代の10年先を歩いていた
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1921.1.18 東京に生まれる
1942  (21歳) 東京帝国大学理学部物理学科卒業

1949   (28歳) 大阪市立大学理学部助教授, 翌年教授

1970 - ハイネマン賞、オッペンハイマー賞、….
1995,1997, 2003, 2006 大阪大学招へい教授
2008 ノーベル物理学賞受賞

2015.7.5 (94歳) 大阪にて永眠

陸軍研究施設(大阪 宝塚)に配属1942 - 1945

1952    プリンストン高等研究所
1954    シカゴ大学, 1971 特別教授

2011 大阪大学特別栄誉教授, 豊中市名誉市民

南部陽一郎博士の略歴

<latexit sha1_base64="xhAMZE3Vv322viH9QHZV/jkQ8uA="></latexit>

c� Osaka U
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蝋勉 シカゴ大学

豊中市の若い人たちと大阪大学



「神様」が自然を創ったとき 
どの方向も同じ：対称性
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対称性が自発的に破れる
力

方向により“景色”が異なる

一つのものから異なる力が生まれる

私たち

どこか、下に転げ落ちる

力の統一逆にいう
と

南部の 
自発的対称性の破れ

（ノーベル賞受賞）



「物理というものは楽しいものである」

「人間としても、仕事の上でも、

何か個性を持ってやる、その心がけが大事」

ノーベル物理学賞受賞　2008年

ノーベル物理学賞受賞記念講演 

「私が歩んできた道」 
2009年5月13日　大阪大学理学研究科 

（ビデオ：YouTubeで配信）
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311965

2010 流体力学

1960 超伝導モデル

松本社会教育会三十年史

南部の史料（100点以上）

「立体回路」より（戦時中）
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ホームページによる公開

湯川記念室 https://www-yukawa.phys.sci.osaka-u.ac.jp/

南部陽一郎記念室 https://nambu-memorial.sci.osaka-u.ac.jp/
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貴重な史料

湯川秀樹博士, 南部陽一郎博士の史料

保存
<latexit sha1_base64="P/dtAoSUt5As5+fMrT9sNH+3EoY="></latexit>⇢ オリジナルの保管
デジタル化（スキャン→ jpeg, pdf）

公開・発信 Web上で閲覧可能にする
一般の人々との共有

オリジナル一部の展示<latexit sha1_base64="On9+4nb5pSwamwvRb06GqT4sCJY="></latexit>(

史料から見える　歴史、人物像、社会、大学
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この後の見学

南部ホール　展示ケース　南部陽一郎（メダル、賞状、ノート）

南部研究室　H722　（机や書籍）

H701大セミナー室　　南部史料12点 
　　オリジナル現物は触らないで 
　　内部は scanned copy を見てください

湯川黒板 
　　7階コミュニケーションスペース　（H701の向かい側）


